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血
管
の
解
剖
学
は
、
ガ
レ
ノ
ス
と
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
お
い
て

特
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
・
ガ
レ
ノ
ス
の
生
理
学
説
で
は
、
静

脈
と
動
脈
と
神
経
が
異
な
る
液
な
い
し
精
気
を
全
身
に
運
ぶ
と

さ
れ
て
お
り
、
血
管
の
全
身
で
の
走
行
と
分
布
は
、
ガ
レ
ノ
ス

説
の
要
と
な
る
最
重
要
の
解
剖
所
見
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス

の
『
解
剖
学
図
譜
」
（
一
五
三
八
）
は
三
枚
の
門
脈
、
全
身
の
静

脈
、
全
身
の
動
脈
の
図
と
、
三
枚
の
骨
格
人
の
図
を
含
ん
で
お

り
、
血
管
の
解
剖
学
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
と
っ
て
最
も
自
信
の

あ
る
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
（
一
五
四
三
）
で
は
、

第
三
巻
で
血
管
を
扱
っ
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
の
血
管
の
解
剖
学
は
、
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ

い
て
」
お
よ
び
「
解
剖
手
技
」
（
第
三
巻
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
伝
存

す
る
第
一
三
巻
）
、
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
（
各
巻
の
臓
器
ご

７
ガ
レ
ノ
ス
と
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
学
の

比
較
研
究
（
四
）
Ｉ
皮
静
脈
を
例
に
と
っ
て

坂
井
建
雄

順
天
堂
大
学
医
学
部

と
に
、
ま
た
第
一
六
巻
）
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
ガ
レ
ノ

ス
の
著
作
に
は
英
語
訳
が
あ
り
８
３
印
ら
胃
盟
晨
①
円
ら
豊

ロ
匡
民
乏
日
言
患
畠
冨
ご
石
孟
）
、
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ

い
て
」
を
坂
井
・
池
田
・
澤
井
が
日
本
語
訳
を
行
っ
て
い
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
解
剖
学
図
譜
」
と
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
第
三

巻
も
英
語
訳
が
あ
る
（
堕
眉
円
陣
罰
号
冒
弓
島
国
呂
幽
ａ
の
○
自

陣
９
局
日
ｇ
ｇ
ｇ
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
ガ
レ
ノ
ス
の
「
解
剖
手

技
」
の
第
一
三
巻
は
見
て
い
な
い
が
、
残
り
の
著
作
に
つ
い
て

は
熟
知
し
て
い
た
。

ガ
レ
ノ
ス
は
、
上
肢
に
血
液
を
送
る
大
き
な
静
脈
が
二
本
あ

る
と
す
る
。
腋
窩
を
通
る
も
の
（
腋
窩
～
上
腕
静
脈
）
と
肩
か

ら
出
て
く
る
オ
ミ
ァ
ィ
ァ
（
僥
側
皮
静
脈
）
で
あ
る
。
こ
の
他

に
上
腕
静
脈
か
ら
分
か
れ
て
前
腕
の
皮
下
を
通
っ
て
手
首
に
達

す
る
も
の
（
尺
側
皮
静
脈
）
が
あ
る
。
前
腕
の
皮
下
に
は
三
本

の
皮
静
脈
が
あ
る
と
す
る
。
榛
側
皮
静
脈
と
尺
側
皮
静
脈
に
あ

た
る
も
の
と
、
第
三
の
も
の
が
前
腕
の
中
央
に
あ
り
、
こ
れ
は

肘
窩
の
前
面
で
腋
窩
静
脈
の
枝
と
僥
側
皮
静
脈
の
枝
が
合
流
し

て
生
じ
、
上
肢
の
皮
下
に
あ
る
最
も
太
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
解
剖
学
図
譜
』
の
第
二
図
は
、
こ
の
ガ
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レ
ノ
ス
の
記
述
を
ほ
ぼ
忠
実
に
図
解
し
て
い
る
。
上
腕
に
は
太

い
二
本
の
静
脈
国
匡
日
閏
胃
画
Ⅱ
。
ｇ
冨
胃
四
と
ン
×
薑
冑
厨
Ⅱ

厨
⑰
罠
８
が
描
か
れ
、
前
腕
に
は
両
者
の
延
長
の
二
本
に
加
え

て
、
両
者
か
ら
の
枝
を
受
け
る
一
本
が
描
か
れ
て
い
る
。
皮
静

脈
と
深
静
脈
の
区
別
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
前
腕
の
僥
骨
静
脈
と

尺
骨
静
脈
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
第
三
巻
の
第
八
章
で
は
、
自
ら
の
解
剖
所
見

を
も
と
に
こ
の
記
述
が
全
面
的
に
訂
正
さ
れ
、
全
身
の
静
脈
の

図
で
も
皮
静
脈
と
深
静
脈
が
区
別
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
上
腕

に
は
二
本
の
太
い
静
脈
が
あ
る
が
、
僥
側
皮
静
脈
は
上
腕
静
脈

と
合
流
す
る
枝
を
出
さ
な
い
。
腋
窩
～
上
腕
静
脈
は
二
つ
の
幹

に
分
か
れ
、
一
つ
は
動
脈
と
伴
行
し
て
肘
窩
に
達
し
（
上
腕
静

脈
）
、
も
う
一
つ
は
皮
下
に
出
て
二
枝
に
分
か
れ
（
尺
側
皮
静
脈
）
、

僥
側
皮
静
脈
と
合
流
し
た
り
手
首
に
ま
で
下
っ
た
り
す
る
。
ガ

レ
ノ
ス
の
記
述
は
誤
り
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
、
下
肢
の
大
き
な
静
脈
と
し
て
大
腿
静
脈
を
挙

げ
る
。
大
腿
の
上
部
で
分
か
れ
た
も
の
（
大
伏
在
静
脈
）
は
大

腿
の
皮
下
に
分
布
し
て
膝
に
達
し
、
膝
窩
の
上
方
で
分
か
れ
た

三
本
の
う
ち
、
二
本
は
皮
下
を
通
っ
て
内
果
と
外
果
に
向
か
い

（
大
・
小
伏
在
静
脈
）
、
一
本
は
膝
窩
か
ら
腓
腹
を
通
る
（
膝
窩

～
後
脛
骨
動
脈
）
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
図
は
大
伏
在
静
脈
を
、
大

腿
か
ら
内
果
ま
で
続
く
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
足
首
に
四
本
の
静
脈
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

外
果
（
小
伏
在
静
脈
）
、
足
背
の
小
指
側
（
前
脛
骨
静
脈
）
、
内

果
（
大
伏
在
静
脈
）
、
踵
（
後
脛
骨
静
脈
）
の
あ
た
り
に
あ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
第
三
巻
の
第
一
○
章
で
、

足
首
の
四
本
の
静
脈
を
俗
説
と
し
て
紹
介
す
る
。
内
果
の
も
の

は
囲
呂
の
邑
伊
日
日
国
ｏ
履
く
胃
四
目
房
、
外
果
の
も
の
は
の
旦
昌
８
、

母
趾
へ
の
も
の
は
ｇ
昌
房
８
、
小
趾
へ
の
も
の
は
吊
畠
房
と

よ
ば
れ
、
疾
患
の
種
類
に
応
じ
て
潟
血
を
す
る
部
位
で
あ
る
と

い
う
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
こ
の
俗
説
が
根
拠
の
な
い
も
の
だ
と

論
じ
、
間
接
的
に
ガ
レ
ノ
ス
を
批
判
し
て
い
る
。


